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「とびらを聞けてみよう!J 

ワイズメンズクラブ国際協会

2012-2013西日本区交涜曙業主任

石因由美子 {宝場クラブ)

との小冊子を手にされたユ スのみなさん 「とれって、ケニア銀行記7Jと一暢思いましたか7

「ケニアって自分には遣すぎるよな」つで感じましたか7

同時に 「ケニアで一体 どんな経駿をしたんだろう引って興味もわきましたか苧

とれは23般の男子学生 大酒慎太郎君が 2012年8月から 11週間 怒るプログラムに参加して遣いアフリカ

のケニア そしでタンザニアで体E貧した数々 の感謝L学びなどをまとめたものです.

ではその ra;るプログラム」とは? 順序を追っでご観明していきましょう.

1 ワイズメンズクラブ国際協会

ワイズメンズクラブは 1922盗事に PdulWiiliam Alexanderによって楽園オハイオ州で置注しました。

以来 青少年健全育成園畷ボランティア、園際鏑力募金などの活動を呂的としているY旺 Aを支鍾し

地紙に、国際に、世界各国で数々のき膨仕活動を展開しているE際事仕図惨です.

ワイズメンズクラブ'I~ イエスキリストが矛、されたJ隣人愛の教えを実践し

a;らゆる宗敏人種の区別なく 健全な青少年の育成宇崎滋づくりを目指しています.

日本では 1932盗事6月に日怠区(後に東日本区西日本島κなる)が俊立され
現径合せて約 3α~ 名の会員がいます。

叉、世界中のワイズメンズの数は約 30ρω人です (西日本区ホ ムペジ hnp:/，八柑w.ys-納eSlor炉刀

2. STEP (Short Term Exchange Programユース程調交滞事務)

ワイズメンズクラブはユ スを対象にしたプログラムを持っています

そのひとつが5TEPと呼ばれるプログラムで、外凪又は自圏内の別の地紙のワイズメンの富島で3-11 

週間、共に笠宮するという青少年のための受検留学プログラムです.



大西慣太郎君が.. 加した 「あるプログラム」とはとれなのです。

ζのプログラムの目的』本圏内外の異文化周の紹IDIJ解を深め得来 ワイズメンズ活動を担うなど、園

際感覚を身につけたリーダーの育成を佐唱しています.対像となるユースとは、 IS-25鱒の学釜、 または

社会人でワイズメンズクラブが鎗罵するユースとなっています.

3 大西慣太郎君の機職

大西慣太郎郡志 岡田市ワイズメンズクラブの会員のジュニアです.アフリカ ケニアという余り 般的

でない園を浬んだ理剛志 との冊子4ε酵しく.かれています。今固 とのプログラムが成功につながった

のには 次の理由が考えられます園

大西 慣志郎 君

1 ケニアという固と?¥"'t.興味をもち、時聞をかけてケニア¢圏情などを筒べた。

2 滞在中に何をしたいか雄と倍したいかどとへ行きたいか、

目的脚冊目れ準備をしっかりと行って阻んι

3 受入"のホストファミリ と発分連絡を取り 現地の・1・
計画など微育プログラムをベ スに 自分刊の研修内容の源湿などについて、

現地の国ナ入れ先との話会いが十分慌できていた。

4 園内外のワイズメンズクラブの鏑力があった

5. ，伝人が、暗にまわりに感謝の気持ちをもって優していた.

などが考えられます.

4 ワイズメンズクラブおらのアドバイス

「若者医開濁縄」これはユスのために.. る賓棄ともいえるのではないでしょうか.

(2012-13成譲晃三西日本区理.が鍾唱)

大きな学びの場所として世界に目を向けてみませんか7
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ケ二ア・タンサ、二ア滞在

1.1はじめに

2.1 STEPでの目a.目的
3.1町'EPで叩活動

3.2YMCAで司活動について

3.3ボランティア活動

3.4各・圃聞の鶴岡

3.4.1金厳・政"'.関・園周R・M贋回訪問
3.4.2研究織関の防間

3.6園立公園での体験
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4.1活動から得られたとと

6.1今後の町官P発属のために

6.1耐辞



1.1はじめに

もu也・E凶d'GIobal. 

私がケニアへと附置する2晶賀川、四目前ワイズメンズクラブで壮行会を開いて頂きました.

その様に、酉目辺住区理週院の銀成灘晃三線より頂いたメッセークの0で強〈印織に残った曾薦

がi'outh• Field • GlobaT"です 私ま『奮し、世代が世界の現場で写ぴ、今後の目Z鮮や世界を')

ドできる人材 ζ成昼してほしい』というlI:f>I向お曾凝であると隻け愈りました STEP・a院は
正に"も凶h• F提ld• Global"を実現できる.織だと恩いまし先L そして 猫備期間なら般本作

織に至るまでに、 STEP.灘というものを週仏大きく成昼できたと考えています.

滞在先¢酒として私はケニア タンザニアを選びました固せっ。〈湾外に符けるのだb'ら北米

や隠酬に符をたくはないのb¥Y'Bmeninterna出 001の*"があるヲュネープが良L切切手ない

。 そもそもアフ')カの治安はどうかなど 多くの意見を】買きました.しかし 盛年足を運びた

いと思し、傾けたアフリカの地に行ける働金井まそうはないという銀いと、アフリカ路閣に勉いて

いた私の即織や股聞を嶋確にしたいという惣いでk処置を決意しました.

STEP.集で協鈎12隼8-¥0月に、ケニアおよびタンザニアに滞在しました園大判定進学後の

1~自の夏のととでした主み とれま明司慶も海外に留学したいと考えていました炉、参加したいと

思うプログラムが無く、悶々としていました というのも交換留与の多く除定の葵路力があ

れば参加でき、湾伸わ大群で銀総を安けるものまb'りです.また それらの多くは目本でも学《

るととだと感じたお、らです.さらに、アフ')カに留学できるプログラムなど協ありませんでした.

そとでとのSTEP.織を週じ 私が経服したいと考えたとと金てを盛り込んr.留学を計画しまし
た

ボランティア先の子侠逮 区亘亘亙面

帰直後に協今固まとめる内容を四臼市クラブ名古屋クラプで発表させていたr.きました.そ
の他にも多くの方々に報告をしましt~ そして少なb'らぬ人々がケニアやアフ ')カ途よ圃の

発展 貧医問題などに興喋を抱いてくれていると感じました固そごで、観曹の首相ζも本レポ

トで述べるととの多くを終省していたr.き アフリカカ現状や根題等を考えるきっ削ナになれば
事いです.
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「

ここで、銀鱗を招くといけないので寓及致しますが、SfEP司廃業とは若い世代をアフリカや途

上国に留学させる募集ではないことをお伝えし、たします。参加者が学びたい内容に合わせて世

界中の'C，皿nがいる地出ζ滞在し 目的を実現する事業と受け取っております。そこで、権錨

ながら私が経験したこと、考えたこと、学んだことをここにまとめます。観者の方帽に高校生

や大学生)の~かに将来はグロ パルに活置したい海外留学したい、しかし何をすれば良い

.，分からない、良い交組員留学先が見つからないなど、悶々としている方もおられるかもしれませ

ん。是非とも このSTEP.業に奥隙を持っていただきたいと患います。

また、すでに社会人と怒り、 「留学はちょっと ー」 と恩われる方は、 「今の若い世代はこん

な留学に行くようになったのか」と温力、、固で侠由進めていただけると幸いです。そして私が

共感した可制山 ーField• G10barというキーワードの重要性を感じ取っていただき、今後の

STEP.業の発展に向けた協力がひろがることとなれば望外の喜びです。

JICAの勧問

ケニアの開発現場を学ぷ

2.1町E での目栂・目的

傘ぜケヱア傘のか

I "， " .(:::1IIl!8 I 

冒頭でも述べましたように 多くの方々から問機の質問を受けました。なぜケニアを選んだの

か、明砲な答えは帰町像も出せずにいます。しかし 2つのきっかけ合唱ったように思います。

その第は アフリ力開固に多く集中する戦争や策医問題は何敏起きているのか肪少期より凝

聞に持っていたことです。第二に、私自身の将来や日本の将来を考えたとき、アフリカという舞

剖ま重要な位置にあったことです。

. 聡・と貧困

私とアフリカの織煮は小学2年生の時、学僚の廊下にあった由連のポスターを固にしたときの

ことです。そこにはγエラレオネ町少年兵(当時の弘と同世代くらいだったような印象がある)

がライフルを持って写っていました。当時は胤争も貧困も分からず、なぜライフルを持っている

5 



のかと媛聞に思ったことを覚えています。その後、中学、高校生となって多〈を学j罫うちに、世

界中で起きている戦争の実態や貧困問題など、日本にいては関わることの怖い問題の多〈を学び

ました。この頃かS，近い将来はアフリカに行告、実際の現状を現地で触れ、絶獲してみたいと

思うようになりました。

また大学に進学した際、名古屋大学のOBで某大手荷祉の会長であられた方が 「経営者はまず

アフリカに?予ナ」と.かれた文章に出会いました。その方はケニアにある世界a医大織のスラム 『キ
ペラスラム』を勧問」途上国における教育水準引き上げの重要性を訴えました。弘は、日本が

世界に果たせる役割 または果たすべき役割があると感じました。そして弘自身もキペラスラム

に行舎、その現状や貧富の釜の実態を学び、私にできることを考えたいと思いました。これがケ

ニアを滞在先に選んだ番q理由だったかもしれません。

回
ヨ砂

I ??";/(J)翌日 竺竺竺竺]

. 私の将来・日本の将来

第二のきっ台、けは将来のことを真剣に考えるようになったことです。私は 1989年に生まれま

した。いわゆる 「平底生まれ、ゆとり世千也と冨われて育ってきた世代です。バブル廟痩時の日

本に生まれ世界からは"u>託制。

deeade~ 失われた 20年と冨われてき

ました。漠然とした不安がありました。

しかし、明治維新後や抵胞の日本と閉

じく 大きく園を変えられる面白い世

代なのではないかとも感じています。

そして再び、日本が判続可能的に成畏

するためには途上凪特に今後30年、

40年のアフリ胡番国間民主畏合唱要な

役創を果たすのではないかと考えています。

右のマップは世界の国々を GDP組員算の面積で描いた世界地図です。日本はこれまで 自国を

大きくしてきました。マップ中の右嶋に巨大に錨かれた薄い集色が日本です。これまでに日本ば

形も分からなし帽どに大きく館長してきました。 方でアフリカ大臨ま形が分からないほど小さ

吋6
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な園々ばかりです。

今後の日本は、アフ')カ筒園に代表されるような選上園とパートナー関係を編纂し、ともに発

展していく道を繍索すべきではないかと考えています。そこでそれらの園々の雰囲気や現状は

どのような状完なのか、そういったことを学生時代に知っておくべきだという怨いからアフリカ

に行きたいと思うようになりました。なかでもケ三アは、発に述べた通り貧困合唱強く残る反面、

額制率非開ζ製えているという二面性を持っています.こうした貧困と発展の双方を学ぶことが

できるとともふまえ、ケヱアを滞在先に選びました。

- 目線目的

これまで叩人生で考えてきたアフ ')カの印象や媛閉 さらには自本の将罰ζついて明砲にする

ために、理盟主E主主主Ii'ということが、計画段階て慢も頭を悩ましました。STEP事業の良い
ところは 活動内容わ噌加者とその関係者が、鴨Eそ示す活動に重点を置いてすすめられる点だ

と理解します.すなわち、学びたいことを主体的に学ぶことができます。その反面、どこに待昔、

何を学び、何を....するお¥全てを自ら劃唖しなければなりません。そういった意喋で留学期

間ゆだけで令く、 劃噛段階から現地と打ち合わせをし関係者全員で活動内容について織町、僚

定してきたことも 自らの成長に寄与した要因で協ないかと恩います。

実際に私以以下の目欄を股定しました。

ケヱアて叩生活を通じてケ二アやアフ')カ筒園の実情 文化や価値観などを多方面から知る。

他国から日本について考える。

ボランティア活動を通じ子どもの敏育について考える。

大学生との交涜から、今後の園を支える人たちの雰囲気を知る.

企業やNGO 致問機関などで働く人々から現在明開発現鴻を学310

|トムス軒先の融 | スラムの子供たち

夢はパイロット ・医者エンジニア

7 



これらの自得のもと、ケ三アやアフ'Jカを直に感じ 視野を継げ物事院にとらわれない柔搬な思考

を身につけたいと考えました。さらに、そうした経般を通じて、自分自身の成長に繋げられる留

学にすることを目的とし 日常生活て怯3則也の人に近い生活に留意し、 (ホ ムステイは現地の隼

活を深く知る一因となった)、YMCAでの貧困簿混活亀旬、酒児時でのボランティア活動、大学生

との交涜やNGO 金集政府縄問、匡時峰燭同防相などを行いました。 また、留学期間のおわ

りに、アフ'Jカの魅力であるサファ 'J(国立公園)を休駿しました.符にキ'Jマンジャロ山に登

頂した際は 世界各国から人々が集まっており 世界の多くの方々と交7院ができました。とのこ

ともまた、多くめ.着陸を受け、良い経験となりました.

3.1 STEPでの活動

ケニァ 。タンザニア滞在ゅの主な盲動率先に述ぺた通り YMCAでの貧医療滅に関する活動

廼児院で叩ボランティア活臥研究所や NGOを除じめとした各種縄問の闘司、園丘公園の体駿

などでした@

3.2YMCAでの活動について

ケニアでの生活体駿~日常生活から政治の極まで~

本プログラム叩本基本的にホ ムステイによリ瑚也に滞在しまし九期間期 PIVP. Stanley 

Kin戸 k;氏およびR日 D，州s柚随凶氏のお宅に滞在させていただ昔、ケヱアでの生活をゆ心

に食や文化人々の価値観や考え方などを学びました。符に日々 の主主音は 3則也の方々と畳も密

獲に関わることができる時間であり、良い経駿となりました。

PIVPのお宅では食事を終に事備したり 涜濯を手伝ったりと、ケニアならではと脅える休駿

ができました。家号事ーっとってみても、水資源に恵まれた日本とは遣い、ケヱアを含む東アフ'J

カ筒園で以慢性的な水不足状昭にあります.涜濯Z曙陰極力節水を心的ナるものの それでも断

水が生じるといったあり織でした.また、停置もしばしば起こりました.インフラの鐙備は日本

の得意分野であり、こうしたところで協力関係を総主ことができたらと感じました.実際に メ

ーカーと日系商社がパートナーを組み、発電事誕毎厚司ζ移入しつつあります.今後は峰雄やモノ作

りの分野てもアフ'Jカ筒園のパ トナ となり ビジネスを主体とした支鐸を加速させることが

できればと感じました.

ケ二ア食

自然食ばかりで健

康体lζ，， 
毎日美味しく頂き

ました

• 

父親気分で毎

日楽しく遜び

ました
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Malabo氏とテレピを見な

がら鮫笑

番組は時間毎l乙スワヒ 'J!香

と英信が切り笹わる

水不足の問題は、食料価絡の高聞と密獲に関与しており、周辺国(特に内戦間続〈ソマ')ア等)

では飢餓が発生するなど インフラ盤舗の重要性を強〈感じました.こうしたインフラ分野の開

発は政治家に依るところも大きに政治に対する不満など、多〈を伺うことができました.

私が滞在した 2012与の夏ケニアでは園政選挙を担えており 重要な局面にありました.前

回の選挙@即"李)には選挙喝不正経惑が発舗となり民態聞の暴動で60万人を錯す人々が佳む

場所を失い約11 00名の人々が命を落としました.園の政治一つで 多〈の命が慢性となる

現状は腔惨なものでした.1960年代、アフ')カ諸国の多〈が宗主国からの強立を果たしましたが、

来だに園の発展が醐デられている原因も この政治力にあると感じました.

帰1E1i像、開Cラジオが伝える却13<手選挙の状克を震にする圃ζ、また屡醐ζなるので廿ない

かとι置でした.結果として数名の死者を出しましたが、選挙は終結に向台、いホッとしました.
と同時に 私が出会った子ども遣やケ二アの人々の生活が向上するような政治が符なわれるごと

を矧「ぎしています.

• ft育槍鋼としてのYMCA
滞在期間取、 YMCAが運営する YMCANairobi central， Shauri M旬。 YMCA，Arusya 

刊 lCA(You耐 MoshiYMCA(Headquarter in 'ran7.A1nia)ならびに、キベラスラム刷airobi)肉に

ある小学綬 '.圃訓練海鼠を勧問しました.とれらの勧問て怯各2奪還量がそれぞれ遣う役割や問聞

を狙えていることを学びました.

Youthの比患が高い Nairobiでは、多〈のプログラムを組み教育を行う、 Youthのための教育

機関といった印象を目ナ プログラムを通じ、今後のケ二ア 世界を支える') ダの育由ζ尽

力していました.しかしながら、 然続的に教育するためにはやはり資金が必要となり、先進圏か

らの支漫が必要なことも事実です.この問題はキベラスラム肉の学綬 0・....訓練施叡でも同じこ

とが宵えます.教材が不JEL.股備も不Eしておリ、さらに以施盟の維持に必要な経費も不Eし

ている状態でした.ここでは刊vl'の尽力により、アメリカやカナダから資金を得ており、今後、

施殴として発展していくように感じましたが、持続的に運営するためには新たなシステム作りが

必要です.

YMCAを教育縄問として錠えた場合、教育者の教育も必要になってきており 教育者釜成のた

ふ



めの教育縄問股立のプロジェクト (日本で拡大学の教育学部やプロの盤蛾師が開くワークショッ

プなどがその役割を果たす)が進行ゆでした。とういったプログラム除ケヱアの教育の貿を高め

世界でプロフZツソヨナルとして活置する人材の育閣ζおいて不可欠であると私自身も考えてい

ます.

YMCAのI!;問を通じて全体的に感じたことは、教育に対する惣いが強く、特にYouthを育てる

という考え方が漫透している点です.そのために教育者を教育するプログラムをはじめ ワ ク

ショップを行うなど、非開ζ鮪心なクラブばかりでした.しかしながふそれを持続的に汚うた

めの賞金面では不安があるように恩われました.YMCAの役曾を嶋砲にすること、メンパのス

テップアップにおいて、刊lCAをな〈てはならないものとすること、符寮の刊lCAを支えるメ

ンバの育成が成されれると良いなと感じました.，印私自身は日本でのYMCAの活醐ζ参加

したことがなかったため、刊lCAとは何払どうあるべきか、そしてYouthを教育する教育縄問

として存在するために必買なことは伺かなど 多〈を考えることができました.

ホ万二
-・

スラムで貧困担隠滅運動

エイズの益延や犯罪の元凶として

雇用の創出のE重要性を!I論
スキルア yプセミナ

Mfllflbfl氏とともに

タンザ二アのヘッドオフィス

これまでの発展の歴史や今後について概論

•• 
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3.3ボランディア活動

孤児院の自立温曾

私はナイロピ肉で運営さnているMA1'OMAINIChiltb唱n'sHome(NCO)に1週間格在し、そ

こで庫業の手缶詰い、勉お董を教えるといった活動をさせていただきました.

島製については現地スタッフも多〈、運営の仕組みも完成されていました。この NGOを運営

していくためには、寄付だけに頼った運郡志不可能です.よって、自給自足に近い食の体系を創

るとともに 島産物を販売することで収益源とする必要があリましh そこで、日本食に頻繁

に用いられる野家を生産し、白羽伝食レストランや在留邦人に販売することで収益を得ていました.

またフェルト人犯を作る作業場も併敵されており、そこで作られる入路も軍要な収入源でしh

孤児院の子どもたちは毎日の仕事を割り録られ、草取りから野菜の収種、家畜の笹2きなど、実

に良〈働〈子ばかりでした。まだ小学生の子どもも多いのですが コミユヱティ における自己

の役'がしっかり考えられています.そうした子どもたちに感銘を宣ける一方で、ケニアは教育

.度が不+分であり、将来の芽をつぶしていること抑皇念でなりませんでした.

ヨ亘両日

- ヶニアにおける敏曹の田園

フェルトで骨られた手作りのA形

シングルマザのママ遣が作製

教育面という観点で考えてみますに この NGOは字噛教育を目的とせず子どもたちには

日の生活Z聞で学習時聞が殴けられているものの、教師等使窟備は成されていませんでした。そ

こで私は滞在期間中 子どもたちに勉強を教えることにしました。日本のづ苧生相当の子どもた

ちに算数を教え、ゆ学生相当の子供たちに除数字、化学、物理を教えました.こ句曜駿を通じ、

ケ二アの勉える教育の大きな閑聞に直面しました。また 日本における教育の間関も考えさせら

れました。

ケヱアは、イギ')スが宗主圏であったこともあり、 4呼綬高学年ともなれば葵陪を派暢に隠し

ます.しかし、数字や科学といった理系科目の貿の低ざを実感しました。日本の場合を考えると

立場以逆となり、数字や科学の賞以高しゼ別ζ、掴E教育は低い貿となっているように恩われまし

" 



た.災過する問題点主教える教師の貨ではないなと考えられます.

日本の場合、調日派暢に医せる教師は少な〈、短雛で調査を極す機金もほとんどなかったた

め鐸鎌は主に文言告と') ディングのみであります.その催県英文は観めるものの隠せない

学隼や社会メが多いことが近年才問題視されつつあります.ケニアの場合は、数字や科学などの教

え方を心得ている教師が少ないように感じました.それは椅に数字において顕著であり、これら

の教育の貨は学習者である子どもの意欲を仰IJ~、結果として寧雛できない子ども、学綬に待かな

くなる子どもを増加させているように恩われました.

学綬に行かなくなった子どもたちは将来の働き口が無〈、窃盗や売串ζ走るケースも少なくな

いそうです.YM白や勘閃したNGOではそうした寛容によりヱイズを患った子どもたちの支

鍾をしていました.教育インフラ一つがj[掃や病気を引き起こす、こうした現状を目の当たりに

すると、教育水温慢の引き上げの必要性を強〈感じました.また私が寧業後に働〈企灘では途

上国の3殿也スタッフのI1Illや人材教育ができる環筑鐙備をしていきたいと感じました.

.7ヱアと目本の将来

受験生のB叩 1君

後川とても勉描熱仁、平自は夕食後に休自は

仕事の含聞に私のととろへやってきて 「勉強を

教えてくれ」といってきた.

一つ教えると 「なんで?どうして 7Jと聞いて

〈る.将来はまだ分からないが、いっぱい勉泊

して日本lζ行きたいとZきしてくれた。将来が楽

しみ。

ケニア明主人口における 15織以下の比率が 42%(2010年間10""震 世世界 27位)となってお

り 今後俣曜演発展を考慮したとき 若手教育は非常に軍要となってきます。しかしながら そ

の子どもを支えられる入日が少ないことも一つの間関として挙げられます.よって、今後の教育

制度改皐やボランティアの重要性も噌して〈るのではないかと感じました。 方、日本は 15 i歳

以下の比率が笹界銀下位の 13%(田 10年 間 10!;tJl)であり、 ω縄以上の高前者比率が慢界銀高

位の 8併'(2010~三 WHO 1itJl)であるため 粛省鍵雪を支えられるだけの労働者人口の減少が危慢

されています.こうした日本とケニア(同織の問題を箔えるアフ'J力筒圏)のマイナス同土を鍵ぎ

合わせることで、両国にとってより良い環場鐙備が実現するのではないでしょう力、

- 必要とされるととの定要性

今回 MATOMAINIで白布在を通じ、強〈感じたことは 「入に必要とされることの軍要性」

でした.子どもたちは、コミュヱティーで金活するために一人ひとりが働くことの重要性を浬嚇

しており、働くことを過して、個々の存在意吸を感じているように恩われました.拙本子どもた
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ちに教育を剣"除する代わりに、子供たちからは働くことの意慢や、小さなコミユヱティ での個

人の存在意穂、 2主き閉斐のようなものを明ませていただきました.こういった相互澗係l率、広い

見地"立って考えてみますと、問述のケニアと日本の関係と他ならないように恩われます。己の

ような小さなコミュニティ がひとつひとつ増えていき、 笹界に広がれば、より良し、社会の実現

に一歩近づくのではないかと思います。

|イベントでダンスを摘する刊遭 |

3.4各事E種調の勧間

ウェルカムパーティ

お土産として持参

したシャボン玉を

追いかける子供遣

ケニアて叩ホ ムステイやYMCAでの意見交換 NGOて句活動を通じ、ケニアて主主冒する人々

の目線から文化や価値観、考え方、生活に穆在する問題点などを学びました。そして、各種縄問

の岡町では企鎌研究縁側政府側線者、国際縄問て働く人々の目線ゐ、ら より客観的に間関

や標題を錠えるととができたと思います。

3.4.1企.・政府‘関・置関咽聞の防関

日本の役割・進出陣霊
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20俊紀後半、得に 1990年憎まインフラ盛備に日系企業が大きな復.を短いました.しかし 21

世世紀に入ると、中園の館街発展により建殴費で勝る'"園が大きく進出してきましh この結果、

日系企業は道路工事やマンション建殴などの事難から鎌退し、高度後術を要する発電t;;;肝のプラン

ト建叡などへとシフトしました。そのような状刃でも 古〈から行われてきたE量産物のトレ ド

は現在も盛んに行われている他、資源開発は進み、アフ')カの重要度は増してきでいます.しか

しながら 品質奮理と自立的総資発展について 多〈の問聞を抱えていると恩われます。

品質管理という点では、米を@Jにとると、日常生活でホストファミ ')ーの方が米に混入した石

を 粒ずつ取り除いてくださっているのを自にしました。コ ヒ を例にとっても伺かしらの

混入物が混ざっていることは移しいことで協ありません。このように、安価な型製品が好まれる時

代にあっても高品質な製品を隼み出す教育が必要になってきているのではないかと思いました。

自立的経涜発展という点においては、符に..1闘では輯入に依存しているた凪雇用の確保が
継しい状態が続いています。失業率除高く 続瞭相率低い状態が続いています.よって腿遭難を

発展させ、雇用を確保することがケニアの経済発展において非常に重要となっていると考えられ

まれまた、タンザ二アにお、いても大$のフルタイムて叩W般事は5%程度と、極めて低い状態

が続いており、雇用の改容は急務であると感じました。

..進策の発展や品質管理など他日本tJ'13意とする分野であり アフ ')力路圏と日本が協力関係

を結ぷよで、足がかり的な解決績を犠索すべきだと考えられます.近年のアフ')カ進出金難の多

くは 資源に自を向けた開発がゆ心になっているように感じられます。持続可能な協ア咽係を構

築していくよでは、より生活に直結した雇用の確保につながる政策め丸必要不可欠で4本ないかと恩

います。

3.4.2研究・聞の訪問

E沼.KEMRI 

現在、大学て温伝子工学を専攻している関係から、 InstituωofPrimaω""闘 arch:IPR判官。

関連縁側であり璽墨須を用いた感線程。間調研究を行なっている研究所)およびKen戸 Medical

R""肌 hInst山旬 I包 M即日澗しました。研究縄問の訪問では、アフ ')カ大躍の箔える鮪調停

病について、および、霊長類を周いた優先略研究について学びました。

納得予i病の石再開ζついて弘、 2例"J<患のrミレニアム自得』においてWHOが納蘇病を おNeglected
'I'ropK:sl D凶eases:NTDsM r無視されてきた鮪鯨病」と走破したことで世界の注目を集め研究

も進歩しつつあります.鮪蘇病の研究は園家間の涜動伎が増した3貯宅において、納得地緩(符に

アフ ')カ筒圏)だけの間関ではなくなりつつあります。例として、 2004与に始まったアメ ')力で

のつヱストナイル燃の流行が朝刊れます。

こうした現状を忌まえ、アフ ')カ大陸のみならず 世界の人々の健康を考えるよで然調停闘の

研究はざけて通ることのできない間関となりました.しかしながされ黄金面、後術面、人材教育

-"ト
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において標聞が残されている他、 NTDsに対する左目度は依然として癌などの疾病研究と比べる

とあまりに低いものとなっています。こうした現状を打取するためにも、より多くの研究者や企

業関係者がアフ'Jカの実情を鰐鍾し、将来の世界の人々の健康を考えていかなければならないと

感じました。

また、霊長短研究で路 上E回鮪判官病に対するモデル動物を用いた研究もさることながら 文

明の発展とともに今後も増加傾副向にあるアルツハイマー病などの病態モデM軍服、およびその研

究が成されていました.これら協全人領を支えていく研究であり 今後の発展が納得される分野

であります。より一層の筏術箇力や役貨が必要になる却で4率ないかと思います。

施般の前で自己念撮膨 | K凹 RIの学生と意見交倹 |

3.5園立公園での体震

STEPの期間i:F， Nairobi Natvnal Park. 01 Pejeta白2蹴抑制攻'.IGlimanjaro National Park 

の3力所を紛れました。これらの防問では、ケ二ア タンザヱアの有する魅力俣トつである園立

公園を体験するzとができました。
Nairobi N ational Parkおよび01Pe戸U白 nservancyでは野主の動物に蝕れることで、動物園

で見るものとは異なる、 真の学びがありました.多くの動物は正直なところほとんどが日本の

動物園でも見ることができます。しかしそれらの動物を日本で1¥0寮する』ことはあまりないよ

うに恩います.というのも 日本では動物園に行けばいつでも見られる動物であり 観嘆するほ

ど好奇心を駆り立てられることは無いからです。しかしサファ'Jに行くことで、どこで出会うか

分からない動物を積極的に探し 見つけたときには観察すね動物園で見るものとは遣う感動が

ありました。符にシマウマを1¥0た』ときのごとです。縦横の嫡はこんなものなのお¥ソマウマ

にも種績があるのかなど 普通ならば感じないであろうことを感じられました.

• 11の学びとは?
サファ'Jて匂濃菱駿から、 世界.よ位の失盆園となった日本の欠点について考えました。情報化

社会が進む'" おおよそどのような情報にもアクセスすることができる時代となり 『潔く学rJ
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といったととが忘れ去られているように恩います。私自身もインターネットから情報を得ること

で、学んだ気になっていることが多々あります.しかし、この直立公園での体験を通じ、 『本当の

学び』とは 実際に体験したことや観寮したことから生まれると感じました。昨今、最気低迷が

続く世界経演においてイノベーシヨンを起こしていくために除、このような真の学びが求められ

ているので4率ないかと思います。

サファ')の動崎民感動
笹界中の登山者が集う

MιKilimanjaro(5895m)登頂

4.1活動から得られたとと

今回の緩駿を過し、私は大きく 3つのことを学びました。

第一に 『自分台、何を学百たいか』を股定しそれを実行に移していくことの鑑しさです.学び

たい内容に対し、どのような市動かうその内容を学主ことができるのか、手段の遺沢股肱いくつ

かあるものの 限られた時間同ゆて句畳轡闘志伺か実行可能性隊どう合惚ど、隈IW定から実

行するまで叩全てを包箔的に考える必要がありました。その過程て、関係する人々との価値観や

文化の遣いから 当初予測しなかった問題が生じました.それらを自得に向か、い つ τ帯決し

ていく必要があり、そのプロセスや日本との環績の遣い(良い面も悪い面も)を学おことができた

こと協とても良かったと思います.

第二に、 私自身の無知を知ることができました。多くの活動を通じ自分自身について、または、

目本の文化価値観などを奮闘する場が多くありました.それら他日本露であれば理除ながら一

定地観明できる内容です。しかし割日哩わることで、自分自身のゆにある臨時置な内容しか伝え

られませんでした.そこで、私自身 『知ったように恩っていたこと』が数多くあることに気がつ

きました.こうしたことは、大きく環境が変わることでしか学ぶことができないのではないかと

思います.これまでの人生において、多〈を学ぶ8舞金はありましたが、それほど 『伝える』機金

はなかったように思います。よって、環境を変え、はじめから つ一つ臨調するという緩肢を遇

じ、改めてその難しさを感じるとともに、深〈学ぷととの重要性を再認隠させられました.

第主に、ケ二アの長持短冊を考えることで、日本の長所短所を考えるごとができました.
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ケ二アでの長所が日本では短所であること、また、日本での長所わtケヱア引率短所となる場面が

多く見られました.これらも環境を変えることでし合寸劇啓できないものです。これまで当たり附

のように感じていたことが、実は世界に出たときに除当たり前でないこと、主主きていくよで軍要

なこと除伺か等々、多くを考えさせられました。また、このように考えるに至ったのも ホ ム

ステイの先をとり、より密獲に現地の主主じ活を休駿できるSTEP事業のプラス薗に倦措らないと思

います.

これらの3点の学び肱現地に足を運び大きく環境を変え その土地の人々を知り、生活を知

り、豊かさや価値観を知ることで初めて学ぺるものであったように思います.そして私自身、成

長で昔、非常に良かったです。

日今後の町田発展のために

今回の 11週間の留学では私がこれまでに休駿した留学やその他多数存在する留学のプログラ

ムと肱遣い、施学習得や専門知磁 スキル習得といった目的を持ちませんでした。そのため、参

加者が主体となり、学びたい内容を学べるといった点て移加者の可能性を畳大限に高められる留

学だったと考えます。

2∞"手の') マンショックに舗を発した世界経演の伍迭のゆで、課題を殴定し、解決していけ

る人材が世界的に不足していると曾われます。また多くの園や匡再縁側 研究線網金難が')

ーダーソップを発婦し、標題股定から解決までを狙える人材を欲していると理嚇します。そこで

STEP事業のような 『デザイ〉聖」の留学は今儀必要とされる人材育成において重要な役割を

担うと恩います。また、私自身も今回の留戸を通じて学んだととを自身の成長に還元し、 21世紀

を支える人材に成長したいと考えています@

このように、本プログラムの軍要性は今後も軍要性が増すものと予怨されますので、多くの

YMCAやワイズメンズクラブのメンバ およびコメットに縫奨していくべきプログラムて4本な

いかと恩います。しかしながら、本プログラムが今後も発展していくために、賞金面て吹きな問

題を勉えていると恩います.本プログラムでは現地YMCAメンバがホストファミ ') として

安け入れて下さったため、住居費はかかりませんでした。しかし、現リ也までの往復航空券などは

決して安価なもので~I;I:.なく、ケニアから自本ヘ STEP を受け入れるなどといった場合にはより大

きな支鍾紋必要となります。との問聞は、 YMCANairobi centralのもI.Ithが箔える間関とも一

致します.

こういった標題を解決していくことで、罰'EP事業は世界的により軍要性をもったプログラム

へと発展するものと考えられます。
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6.1・.
今且 S1'EP事業の参加に際しまして、尽力下さいましたワイズメンズクラブ園際交派事誕主

佳であります石図闘美子線、国際交涜夢鎌主査でありますJI時総資様をはじめ、ワイズメンズク

ラブの皆欄ζ協心からお礼舟しょげます.

また、ケニアでホストしてくださいました rIVP.St.anley Ki~山氏および REV. Oavid S 

柚陥同氏、そのご家族の皆線、そしてケニアタ〉ザ二アで私に多大な膨響を与えてくださいま

した25カ園200名を認す皆織方に心からお礼節しょげます.

町'EP.動率、 2012 .iI'-のはじめ、移出Z際し工ツセーを省いたことに始まり、こうして般本化

されるまでの1年半でようやく完結となりました。実に多く¢耀験ができ、生涯にわたり忘れら

れないものになったと確信しています。稚錨な文章しか・くことができず、私が伝えたかったこ

とや "Youth'F凶 d• Clobal"の軍要性を共有していただけたか不安が残りますが、何か一つで

も問者の皆織のひに残るヱピソ ドが含まれていたならば輩記、です.

私事院ですが、来年度より大学院を，.難しようや〈企鋭で働〈ごとになります.将来的には益金よ

恩特にアフ')カ踏園町発展につながる仕務ができればと考えています.S'TEP事業を過して得

られた経験を、今後の人生において10阜、 20年後に、何らわ明成果4幅値につなげたいと恩

いますo

帰国後に海外進出を績索している企業の方々とお隠する機会があり、どうすれま途よ園でビジ

ネスを成功させられるかを擁愉しました。その毎度「利益を求めるのてtまな〈 必要とされるビ

ジネス(=園や地舗の発展につながるビジネス)をすれZ必然的に成功する」という憶をしてき

ました.また、そうしたビジネスを遇じて、園の発展や人々の2ι百ζ貫献していきたいとも怪し
ました.

ある目、「君にとって発展とは何か?Jと聞かれました.圏の発展とは ? 

日本は世界的にみて発展した圏です.しかし、この隼活で事ぜを感じている人は途よ圏と比べ

て多いのだろうかと考えました.答えは恐らく明。ーです.ケニアで出会った人たちは、たとえ

明日の生;吉がどうなるカサからなし哨究下にあったとしても前向きに生きていました.一日を湖

一杯主主きていました.一日を犬切に主主きられることは、とても幸せなことだなと感じました.

ケニアの生活は正直に曾うと不便な毎日でした。物資の函や情報へのアクセスなど、日本閉ま

ごく当たり前にできることができませ人勾この現状を思えば、日本は志当に量かな園であり、普

段意撮することの無い目志での隼活が、実に恵まれた環嫌であると改めて感じました.そのよう

な環繍て匂目の隼'"に自的を持ち、 1自の大切さを意磁して隼きられたならば、人生の墜かさ、

そして日本という発展した社会での意提ある生活につなげられるのではないかと感じました.

今 国の発展とは遺沢股が増えることだと思います.途上国で これまで4芯できなかったことが

できるようになるよう 今後も日本人として符 杯努力していこうと恩います.

2013年5月大酉慎太郎

" 
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